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森林景観における生物多様性の保全に向けて： 
ランドスケープの視点の有効性の検討 

 
1章 研究の背景と目的 
従来森林は木材の生産を第一目的として管理され，そこでは個々の林分の局所的な状況

が専ら注目されてきた。しかし，近年の木材生産物の価格の低下に伴い，森林は生物多様

性を保全する場として注目されるようになった。ランドスケープエコロジーの発展に伴い，

生物多様性の保全を考慮して森林管理を行なうためには，林分の空間的配置をも考慮する

べきだと指摘されるようになった。また，元来の生息地が消失したランドスケープでの生

物多様性の保全は，残存生息地パッチを取り巻く農地や植林地などのマトリックスの管理

によっても行なわれるべきだとも指摘されるようになった。しかし，以下の未解決の問題

点が存在するため，生物多様性の保全に配慮した森林管理にランドスケープの視点を導入

し，また植林地マトリックスも管理の対象とすることの有効性は未だ不明である。（1）そ
もそも森林におけるランドスケープの視点の有効性を扱った研究は少ない。（2）元来の生
息地である広葉樹林の植林地による消失・分断化が，生物に及ぼす影響を扱った研究は少

ない。（3）生息地の分断化それ自体の影響（配置の効果）の検討はあまり進んでいない。（4）
日本において植林地の生物の分布を扱った研究は少なく，さらに植林地を含め，マトリッ

クスにおける生物の分布に周囲の生息地の消失・分断化が及ぼす影響を扱った研究は存在

しない。 
そこで本研究では鳥類を実証研究の対象分類群とし，以下の4つの実証研究を行なった。

栃木県市貝町の里山景観を対象とし，（1）パッチ内の鳥類の出現に周囲の植林地の存在が
及ぼす影響を探った。これにより，ランドスケープにおける植林地の生態学的な機能につ

いて考察した。次に，長野県中部の山麓地帯を対象とし，（2）植林地による落葉広葉樹林
の消失・分断化が落葉広葉樹林の鳥類に及ぼす影響，（3）植林地の鳥類に周囲の落葉広葉
樹林の消失・分断化が及ぼす影響を調査した。（4）最後に，植林地の鳥類分布に影響を及
ぼす要因を，生息地，ランドスケープ，空間的自己相関の観点から明らかにすることを試

みた。 
 

2章 里山景観における越冬期の鳥類群集にランドスケープ状況が及ぼす影響 
栃木県市貝町の里山林で越冬期に鳥類調査を行なった。既知の種生態に基づいて種を以

下の 5 つのグループに割り当てた。林床で採食を行なう林床探索者，低木層で採食を行な
う低木利用者，樹冠や樹幹で採食を行なう樹冠利用者，針葉樹の球果を採食する種子食者，

林縁で出現頻度が高い林縁グループ。各グループの鳥類の出現の有無と，林分の植生構造

（林分変数），及び，林分の周囲 200mの雑木林の面積やスギ･ヒノキ植林地の面積といった
ランドスケープの状況（状況変数）の関係を，ロジスティック回帰分析を用いて検討した。



モデル選択には赤池情報量規準（AICC）を用い，複数の候補モデルから各パラメーターの

値を推測した。 
分析の結果，林床探索者の出現の有無は主として林分変数によって説明されたが，種子

食者の出現の有無は状況変数によって主として説明された。低木利用者と樹冠利用者は，

林分変数と状況変数両方によって説明された。周囲の植林地の面積が多いほど，種子食者

と低木利用者が出現しやすくなったが，これらのグループは植林地への親和性が比較的高

いことが示された。以上の結果から，植林地を含めたマトリックスを好適にすることは，

鳥類多様性保全の有効な策になる可能性が示された。パッチが開放地ではなく植林地によ

って取り囲まれることによって，2つのグループがパッチを占有する確率が上昇したことの
理由としては，植林地が補完的な採食場所を提供すること，及び採食が可能で捕食圧の低

い効率的な移動通路として機能していることが考えられた。 
 

3章 植林地によって引き起こされる生息地の消失と分断化が鳥類に及ぼす影響 
長野県中部の面的に広がるカラマツ植林地の内部に残存する落葉広葉樹林を対象とし

た。残存落葉広葉樹林パッチ内の越冬期と繁殖期の鳥類の出現状況に，周囲の残存落葉広

葉樹林の消失と分断化が及ぼす影響を検討することを目的とした。 
生息地の量や配置を示すランドスケープ変数が鳥類の出現状況に及ぼす効果は，サンプ

リングサイト間の空間的な自己相関やランドスケープ構造と共変動する生息地構造の影響

を考慮しないと過大推定してしまう可能性が指摘されている。そこで，trend surface analysis
（TSA）と principal coordinates of neighbor matrices（PCNM）を用いてサイト間の空間構造を
表現する空間変数，植生調査の結果からサイトの植生の構造や種組成を表す生息地変数を

作成した。変動分割法を用いて，空間変数と生息地変数が説明する鳥類の変動を除去した

後に，ランドスケープ変数の効果を定量化した（ランドスケープ変数の純粋効果）。また，

一般性のある鳥類―ランドスケープ変数の関係性を見出すため，類似の生態学的特性を有

した種をまとめたグループを解析の対象とした。解析は，最小自乗法を用いた線形回帰分

析で行なった。 
この結果，鳥類の出現状況は主として生息地変数と空間変数によって説明され，ランド

スケープ変数の効果，特に純粋効果は非常に小さかった。さらに，ほとんどの鳥類は，生

息地が消失及び分断化すると，つまり，周囲の落葉広葉樹林の量が少なくなりさらにそれ

らがばらばらになると出現頻度が増した。 
ランドスケープ効果が小さい理由としては，植林地が採食が可能で捕食圧が低いマトリ

ックスと考えられるために，植林地マトリックスは個体の移動を阻害せず，個体は生息地

選択を適切に行なっていることが考えられる。生息地が消失及び分断化すると鳥類の出現

頻度が増したことについては，そのような影響を受けた鳥類にとっては，周囲のカラマツ

植林地が質の高い生息地として機能していることが原因として考えられた。 
 

4章 マトリックスにおける鳥類に周囲の生息地の消失と分断化が及ぼす影響 
第三章と同一の調査地域を対象とし，同一の手法を用いて，カラマツ植林地の鳥類の出

現状況にカラマツ植林地よりも一般に質の高い生息地として考えられる周囲の落葉広葉樹

林の消失と分断化が及ぼす影響を探った。その結果，第三章同様に，ランドスケープ変数

の効果は生息地変数及び空間変数に比べると小さく，多くの鳥類は周囲の落葉広葉樹林が

消失及び分断化すると出現頻度が増加した。しかし，いくつかの鳥類の出現状況に関する

モデルに対してランドスケープ変数と生息地変数の間に有意な交互作用項が見つかり，ラ

ンドスケープ構造が変化することで植生の構造や種組成などの局所的な条件が鳥類に及ぼ

す効果が変化することが示唆された。落葉広葉樹林が消失することで鳥類が出現しやすく



なっていたことは，第三章同様，カラマツ植林地が質の高い生息地として機能したためと

考えられた。一方，落葉広葉樹林の分断化が進むことで鳥類が出現しやすくなったことに

ついては，複数の候補メカニズムが挙げられた。 
 

5章 カラマツ植林地と落葉広葉樹林の鳥類群集の決定要因の検討 
第三章，第四章で用いたデータセットを用い，植林地及び落葉広葉樹林の鳥類群集に影

響を及ぼす植生構造を特定することを試みた。また，これまでランドスケープ構造の効果

の過大推定を導く要因として除去してきた空間変数の効果も図化して，空間効果について

も考察することとした。線形の制約的序列化手法である redundancy analysis（RDA）を用い
て種―環境の関係性を調査した。また，partial RDAを用いて純粋な空間効果を抽出した。 
その結果，越冬期と繁殖期を通じて植林地の鳥類群集に大きな影響を及ぼしていた生息

地の要因として，林分高，つる植物の存在，標高が挙げられた。両林相で越冬期の鳥類群

集は樹冠探索者及び樹冠探索者によって優占されていたが，繁殖期になると，下層植生を

利用する種が漂鳥もしくは長距離渡り鳥として渡来した。それに伴い，繁殖期のカラマツ

植林地では，低木の数やササの被度，カラマツ立ち枯れ木などが鳥類の出現状況により強

く影響するようになった。また，空間変数は生息地変数と同程度の説明力を有しており，

鳥類群集の空間的な変動において，10kmを超えるような大スケールでの空間的自己相関構
造が認められた。 

 
6章 総合考察 
植林地による落葉広葉樹林の消失・分断化が落葉広葉樹林及び植林地内の鳥類分布に及

ぼす影響は，従来知られていなかった。結果は，どちらの林相の鳥類に対しても，落葉広

葉樹林の消失・分断化の影響は小さく，鳥類分布は局所的な生息地構造によって決定され

ていた。これはいくつかの既往研究とも一致し，カラマツ植林地のような鳥類の生息にと

って比較的適したマトリックスによる生息地の消失・分断化の影響は，顕在化しにくいと

思われる。したがって，このようなマトリックスが広がる景観における森林管理では，局

所的な生息地構造に第一に注目すべきだろう。一方で本研究では，10kmを越すような大ス
ケールの空間的自己相関構造が見出された。このことは，大地形や生物地理学的要因な大

スケールの要因について考慮する必要があることを示唆するとともに，生息地の消失・分

断化の効果が今回のスケールよりも大きなスケールで生じている可能性を表すものかもし

れない。したがって，ランドスケープ効果の小ささの一般性を検討するために，異なるス

ケールや植林地タイプ，ランドスケープ構造の範囲で調査を行なう必要があるだろう。 
また，林分構造が複雑な植林地は多くの鳥類の生息地として機能しうることが今回の研

究から示唆され，これは既往研究とも一致した。また，構造が単純なカラマツ植林地も繁

殖期にはいくつかの種の好適な生息地として機能する可能性が示された。したがって，森

林景観全体の鳥類多様性を保全する上で，植林地マトリックスを適切に管理していくこと

は重要な役割を担うことになるだろう。 


